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「2Jが 最も病気わヒ'ないといわれています。「25J以上が肥滴となります。

注1 こ こていう理れもとは 十腹日 (へそ日功 男性85以上 女性90以上または本OM 125以 上り塔のことてす

注2 血 E百 値著とは 最 高rF■●140以上または最低血圧90以上の者です

注3 価 格能実自号とは 随 崎血絡110以上またはヘモクロピンAlcが 55以 上の音です

を4 泊 解中の音とま 高 血E症  控 尿病 高 悟血使 心 夜富 融 血富疾患 高 尿塵血症を治僚している者です

注5 脂 質異常者とは 格 ヨレステロール220以=ま たはHllLコレステロール40末滴または中に脂硫 (雪距的

150以上の著てす
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